
 

第４4回 

茨城県母性衛生学会総会・学術集会 

プログラム 

 

周産期から考えるこどもの養育環境 

― マルトリートメントを中⼼に哺育と保育を考える ― 

 

 

 
 

2025年 12月 13日（土） 

総合病院 土浦協同病院  

土浦市おおつ野 4-1-1 

 



午前の部 9:30～11:50 

9:30   開会挨拶   第 44回学術集会 会長  松田  恭寿    まつだこどもクリニック 院長 

 

9:40-10:20 一般演題 第１群〔口演〕 座長：松田 英子   茨城県立医療大学保健医療学部看護学科  講師 

1-1 助産師 5年目の私の死産のケア～自身の感情変化と助産ケアを振り返る～ 

○大内朱里 久郷香子 

総合守谷第一病院 看護部 

1-2 助産師による入院中の切迫早産患者の不安軽減に向けた取り組み―早産のための出産準備教育 

パンフレット作成― 

○鯉渕日那美 田口有里 遠藤香織 

総合病院土浦協同病院 看護部  

1-3 A病棟で働くスタッフの産科における看護業務に対する意識調査 

〇黒川雪乃 寺山采伽 小林由美 大和田歩 渡邉美春 根本裕美 

東京医科大学茨城医療センター 看護部 

1-4 無痛分娩が育児に与える影響 

○宮詰三矢子 箕輪朱里 矢上麿里子 

医療法人社団 ユリシス レディスクリニック結 

10:25-11:05 一般演題 第２群〔口演〕 座長：久郷 香子   総合守谷第一病院 副看護部長 

2-１ NICUにおける抗うつ薬治療に効果が認められなかった産後うつ病の一症例 

○山本綾香 畑岡静子 龜山千里 岩下悠子 

総合病院土浦協同病院 看護部 

2-2 生活環境の管理が困難な家庭で育った精神疾患合併妊婦の育児支援～自宅での育児実現に 

向けた多職種連携の取り組み～ 

○矢口尚子１）  嘉島巴１） 日隈和子１） 齋洋子１） 秋山順子２） 安部加奈子３） 沖明典３） 

１）茨城県立中央病院 産婦人科病棟 ２）茨城県立中央病院 看護局 ３）茨城県立中央病院 産婦人科 

2-3 出産後 1ヶ月における夫の家事・育児の分担に関する夫婦間の認識の実態 

○増澤ゆかり 

水戸赤十字病院 看護部 

2-4 鹿行地域における産後の母親の状況と母親の求める産前産後の育児支援体制－産後の生活の中で 

抱くイメージと現実のギャップを軽減するために－ 

〇長岡愛 白井馨 佐藤秋奈 平潟由美子 

小山記念病院 看護部 

11:10-11:50 一般演題 第３群〔口演〕 座長： 西出 弘美   茨城県助産師会 

3-1 退院後訪問の現状と課題 

     〇大上久美 大寺佑実子 飯田ひろ美 

筑波学園病院 看護部 

3-2  A事業所の訪問看護を利用した乳児と家族の利用状況と支援内容 

     ○玉主祥子１） 龜山千里２） 

１）厚生連土浦訪問看護ステーション ２）総合病院土浦協同病院看護部 

3-3 訪問看護師が支える在宅移行期から地域生活における養育環境-医療的ケア児と社会的リスクを 

抱える 3事例の考察 

○濵野久美子 

ウララ訪問看護リハビリステーション 

3-4 保護者の困りごとに寄り添う ～地域での取り組み～ 

○平山奈津賀１） 湯本陽子２） 

１）下妻市役所保健福祉部子育て支援課こども家庭センター  ２）下妻市役所保健福祉部健康づくり課母子保健係 



総会          11:55～12:25 

 

ランチョンセミナー  12:30～13:20 

                                   座長： 深澤 千映子   茨城県厚生連 看護統括管理部 

小児 RSウイルス下気道感染に対する長期間作用型モノクローナル抗体製剤ニルセビマブについて 

新城 雄士    サノフィ株式会社 ワクチンメディカル部 メディカルマネジャー・医師 

午後の部       13:30～16:50     

学術集会会長講演およびシンポジウムは、市民公開講座となっております 

13:30-1４:30 学術集会 会長講演 座長： 佐藤 豊実   茨城県母性衛生学会 会長 

「母性のスイッチ」 と 「母乳育児」 

        松田 恭寿   まつだこどもクリニック 院長 

14:40-16:40シンポジウム 

 

座長： 齋藤 悦代  水戸済生会総合病院 副看護部長 

岡山 久代  筑波大学医学医療系 教授 

成長・発達を阻害しない医療ケアと親子の関係を育む支援 

① 足立 杏奈    総合病院土浦協同病院 看護部 

龜山 千里    総合病院土浦協同病院 看護部/遺伝カウンセリング室 小児看護専門看護師 

    「カンガルーケア（早産児に実施される母子皮膚接触も含む）」 

② 下田平 理絵  岩井 文   パラマウントベッド株式会社 Tsubakiプロジェクト 

    「カンガルーケア 企業の立場から」 

③ 井出 由美    昭和医科大学大学院保健医療学研究科臨床ケア開発学領域 講師 

昭和医科大学病院総合周産期母子医療センター新生児部門 係長  小児看護専門看護師 

「FCCの理念を臨床に根付かせて､医療専門職にできること」 

④ 白井 謙太朗  総合病院土浦協同病院 小児科/遺伝カウンセリング室 小児科部長 

    「出生前診断：意思決定と受容、その後の養育に向けて」 

 

16:40   第 45回 学術集会 会長挨拶 

 

16:45   閉会挨拶    茨城県母性衛生学会会長 佐藤 豊実   

筑波大学医学医療系産科婦人科学 教授 

 

【学術集会参加者および講演者へのご案内】 

I. 学術集会参加者の方へ（開場 および 受付開始 9：00） 

1. 参加費4,000円(会員・非会員)です。2025年度までの年会費を支払っている会員の方、学生（大学院生を除く）

は無料です。 

2. 年会費未納の方は学会当日に現金でお支払いください。 

3. ランチョンセミナー時の昼食は事前参加登録をされた方のみご提供させていただきます。当日参加登録の方でも

ランチョンセミナーは参加できますが、昼食のご提供はありません。恐れ入りますが、昼食は各自でご準備いただき

ますようお願いいたします。院内のコンビニエンスストアはご利用できます。 

4. 感染防止へのご協力をお願いいたします。 

 

II. 一般演題（口演）の演者の方へ 

1. 発表データは、１2月 10日までに学術委員会（ibarakibosei@icc.ac.jp）まで提出してください。 

2. 発表セッション 15分前に、次演者席にお着きください。 

3. 発表時間 7分、質疑応答 3分です。発表終了１分前に１回、終了時に２回のベルでお知らせいたします。 

時間厳守でお願いします。 



【会場へのアクセス】  

１ JR常磐線をご利用の場合 

JR常磐線土浦駅より、タクシーで約 7Km約 12分です。 

※学会当日のバスの運行はございません。 

２ お車をご利用の場合 

◆ 常磐自動車道土浦北インターから約 15分、桜土浦インターから約 25分となります。 

 

〇お車でお越しの際は、下記の外来駐車場をご利用ください。 

当駐車場における事故・盗難等に関して責任は負いかねますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

当日は休日のため、会場へは夜間通用口よりお入りください。 

 

＊総合病院土浦協同病院の HPからもご確認いただけます。 

  HP: URL  https://www.tkgh.jp/access/ 

住所： 茨城県土浦市おおつ野 4−1−1   


